
 

1 30 26 24

2 30 26 24

3 30 26 19

4 30 21 20

5 30 23 21

6 30 25 22

7 30 24 27

8 30 23 20

9 30 22 20

10 30 21 21

11 30 23 21

12 30 24 27

13 30 24 23

14 30 22 19

15 30 25 20

1 30 24 20

2 30 23 20

3 30 24 25

4 30 21 19

5 30 25 25

6 30 24 21

7 30 24 23

8 30 23 18

9 30 26 21

10 30 24 21

11 30 21 19

12 30 25 20

13 30 24 20

14 30 23 18

15 30 26 23

900 712 641

各項目が６割以上
の評価を合格基準
にしている。

合格 合格

支出計画が持続可能な計画となっていること。また、各項目（使途）にバランスよく適
正な経費が計上されていること。（必要以上に人件費が低額ではないか）

評価会議における申請書及び事業計画書の評価結果（特命）

申 請 事 業 者          
配点

社会福祉法人
敬愛学園　評 価 項 目

NPO法人
恩方キッズ

危機管理についての意識が高く、様々なケース（日常活動や行事時、アレルギーな
ど）について、事故が起こることがないよう安全対策が十分検討され、具体的かつ実
践的な計画がなされていること。また、その効果が期待できること。

【
団
体
の
能
力

】

法人の経営方針が明確であり、施設の管理運営を安定して行う能力があること。

子育て関連事業の実績が豊富であり、そのノウハウを活かした安定した運営が期
待できること。

法人本部の保育現場へのバックアップ体制が優れていること。

職員体制（配置・雇用）の考え方（バランスや継続性等）が優れていること。

職員の労務管理、安全衛生管理が適正であること。また、職員研修の充実等適切
な人材育成が図られていること。

危機管理（防火、防犯等）意識が高く、その対策・体制がとられていること。

利用児童のみならず、「地域」の一員として、「地域」や「学校」等の活動に対して貢
献していく姿勢があること。また、その効果が期待できること。

「量」「質」ともに安定した指導員の確保が見込まれること。

施設の適正な維持管理に関して高い意識を持ち、環境美化や施設の修繕等につい
て、迅速かつ適切に対応できること。

透明性の高い施設運営がされており、情報が適正に公開されていること。

法人の特性を活かし、市の他の施策への協力（協働）が期待できること。

学童保育事業に対する意欲が感じられ、付加価値を加えた活動（利用者ニーズに
応えた適切な対応）が期待できること。

情報セキュリティ対策が適切であり、その対策が講じられていること。

個人情報保護の意識が高く、その対策が講じられていること。

コスト縮減についての工夫や具体的な考え方が示されているとともに、費用対効果
が十分検討され、適正な支出計画となっていること。

管理運営に意欲を持ってあたることが期待できること。

子育てに関する保護者からの相談や家庭への支援についての考え方が示され、こ
の対応について、具体的かつ実践的な計画がなされていること。

３０項目合計点

「公の施設」であることを自覚し、公平・公正な管理運営の考え方が示されていると
ともに、開かれた施設運営を目指し、情報公開、情報発信に積極的であること。

利用者（障害等、様々な個性をもつ児童を含む）が公平に施設利用ができるような
保育についての考え方や対応について、配慮されていること。

利用者等からの相談や苦情に、適切に対応できる体制（保育現場及び法人本部）

審査結果

利用者の満足度を高めるための方策が検討され、具体的かつ実践的な計画がなさ
れていること。また、その効果が期待できること。

災害発生時や、万が一の事故発生時の対応について、具体的かつ実践的な計画
がなされていること。

環境負荷の低減等、経費以外についても効率性に配慮し、省エネルギー、ごみ減量
化・リサイクル、グリーン調達等について高い意識を持っていること。

施設の長寿命化のための方策が講じられていること。

指定管理業務の引継ぎに係る取組みが適切であること。

年間の活動計画は、ノウハウを活用した計画がなされていること。

 

【
提
案
事
業
の
内
容

】

利用者の安全確保（感染症等衛生面含む）に関する方策が講じられていること。

「地域」や「学校」等との協働や連携の考え方が示され、具体的かつ実践的な計画
がなされていること。また、その効果が期待できること。


